
1. 寒地土木研究所における農業農村工学研究

中村 和正

（独）土木研究所の寒地土木研究所は，道路・河川・港湾・水

産土木・農業農村整備の分野における土木技術の課題のうち，

主として積雪寒冷地に特有のものの解決に向けた研究を行って

いる。農業農村整備分野の研究は，寒地農業基盤研究グループ

の資源保全チームと水利基盤チームが担当している。本報で

は，寒地農業基盤研究グループの研究課題設定や推進体制の特

徴を述べるとともに，近年の成果の事例のうち，地下灌漑が可

能な大区画水田における水管理やコンクリート開水路の凍害劣

化の診断技術，コンクリート開水路の補修技術に関するものを

紹介する。

（水土の知81-5，pp.3〜6，2013）

寒地土木研究所，積雪寒冷地，地下灌漑，大区画水田，コ

ンクリート開水路，凍害，補修

2. 道総研農業試験場における農業農村工学研究

塚本 康貴

北海道は広大かつ多様な地形や気象条件を有しており，道内

の地域ごとに特色ある農業が展開されている。北海道における

農業試験研究機関の歴史は，北海道の開拓とともに歩んでき

た。そのため排水改良や泥炭地への客土などといった，農業農

村工学に関する試験研究は開拓当時から行われてきた。現在北

海道にある公的な農業試験場としては，北海道立総合研究機構

（以下，「道総研」という）の農業試験場と，農業・食品産業技術

総合研究機構の北海道農業研究センターとがあるが，これらの

研究機関は元来一つの農業試験場であった歴史を持つ。本報で

は道総研農業試験場における農業農村工学研究の変遷につい

て，試験場の沿革を交えながら述べるとともに，最近の研究成

果について紹介する。

（水土の知81-5，pp.7〜10，2013）

北海道，道総研農業試験場，農業農村工学研究，沿革・変

遷，研究成果

3. プラウ耕乾田直播体系とこれからの水田利用の変化

冠 秀昭・大谷 隆二

東北農業研究センターでは，大規模経営体をターゲットとし

た水田利用技術としてプラウ耕乾田直播体系を開発してきた。

本報ではその直播体系について紹介し，新たな乾田直播体系の

導入に伴う水田利用形態変化の可能性と今後の課題ついて述べ

る。プラウ耕乾田直播体系のコンセプトは，畑作用大型機械を

汎用利用した高速作業による乾田直播である。プラウ耕乾田直

播体系と従来の移植体系では利用する水田の土層構造が大きく

異なり，前者は水田をより速く，広く，深く使える技術となっ

ている。新たな水田利用技術開発とともに，その技術が活かさ

れる水田基盤の創設も，今後大規模経営を支える上で非常に重

要である。

（水土の知81-5，pp.11〜14，2013）

乾田直播，水田輪作，汎用化水田，プラウ耕，大区画水田，

水田利用

4. 北陸研究センターにおける農業農村工学研究について

谷本 岳

北陸地域は，世界でも有数の多雪・豪雪地域であり積雪が農

業にも大きな影響を及ぼしている。耕地面積に占める水田の割

合が 90％以上と非常に高く，コシヒカリに代表される水田地

帯である。水稲の生産調整が進められ，畑作への転換が拡大さ

れてきたが，水田の約50％は，畑作への転換が困難な重粘な土

壌であり，農業農村工学研究者に土壌の物理性の改善や圃場の

排水改善に関して役割が求められてきた。本報では，北陸研究

センターの概要，これまで行われてきた重粘土水田における暗

渠排水や地下排水改善技術とその効果の持続性などの研究内容

および現在進められている地下水位制御システムの機能管理に

関する研究，そして新潟県中越地震や2011 年長野県北部地震

による農地災害への対応について紹介する。

（水土の知81-5，pp.15〜18，2013）

現場報告，地下排水，圃場整備，農地の汎用化，地震災害

地方における農業農村工学研究は，研究組織の規模縮小，人員の削減，撤退などが進み，研究基盤の弱体化が懸念されています。

しかし，このような厳しい研究環境のなかでも優れた研究成果は着実に生まれており，わが国の農業振興や農村環境の保全に寄与し

ています。また近年は，さまざまな分野の研究者と連携し，農業農村工学の知識を活かしながら他の分野で活躍する農業農村工学研

究者も増えています。しかし，こうした研究成果は他学会などで発表されているものが多いため，我々にはなかなか情報が伝わって

きません。

本特集は，地方の研究所における農業農村工学研究，研究体制，歴史，最近の研究成果，他分野との連携のなかで農業農村工学研

究者が果たしている役割などを広く会員に知ってもらうために企画しました。

特集の趣旨

小特集 地方の研究所における農業農村工学研究

農業農村工学会誌第 81巻第 5号 報文・技術リポート内容紹介



5. 近畿中国四国農業研究センターにおける

農業農村工学研究

松田 周・井上 久義・細川 雅敏・松森 堅治

志村もと子・望月 秀俊・向井 章恵

近畿中国四国農業研究センターは当該地域の中山間地および

傾斜地農業に関連した試験研究と地域の活性化を目指した課題

解決に取り組んでいる。当センター農業農村工学分野の研究課

題は，畜産施設などからのアンモニア揮散の周辺影響に関する

研究，水環境とLCA，地下水位制御システム（FOEAS）に関

する研究，マルチシート･点滴灌水使用時の土壌水分動態の解

明，園地整備に関する水利・水理学的研究，園内道の設計支援

システム，中山間地の強風および温室の熱動態シミュレーショ

ンなどであり，ほかの分野や大学，地方自治体などと連携しな

がら研究を進めている。

（水土の知81-5，pp.19〜22，2013）

中山間地域，水環境，土壌水分，マルドリ方式，園地整備，

シミュレーション

6. 九州沖縄地域における農業農村工学研究者の役割

中野 恵子・島 武男

九州沖縄農業研究センター管内の農業農村工学に関係する研

究を紹介する。①近年普及面積が急速に拡大しつつある

FOEAS（研究分野間の連携），②筑後川の取水実態（他機関と

の連携），③熊本県にある通潤橋の再評価（農業外からの農業土

木的視点を加える要請），そして，④地域の地下水涵養事業で生

じた農家の懸念の解決（現場発問題へサポート）などがある。

県などの公設機関にも圃場整備，水利用と強く関係する取組み

がある。複数分野の研究員が集まった組織で試験を遂行してい

るがゆえに自然と連携している部分もあるが，連携にさらに努

力すべきところもある。今後も，他分野研究や研究外機関と農

業農村工学研究をつなぐ役割を果たしていきたい。

（水土の知81-5，pp.23〜26，2013）

水利システム，FOEAS，地下水涵養，農業土木遺構，連

携

7. 畜産草地研究分野における農業農村工学研究者の役割

中尾 誠司

農業農村工学研究は，これまで，施設による畜産，土地利用

型畜産および草地農業などの発展に大きく貢献してきた。本報

では，筆者が所属する（独）農業・食品産業技術総合研究機

構畜産草地研究所那須研究拠点で現在実施されている農業農村

工学関係の研究概要を示し，畜産草地研究における役割の一端

を紹介した。現在，那須研究拠点では農業農村工学関係研究と

して，草地保全管理や耕作放棄地などの放牧利用などに関する

研究が行われているが，草地管理，飼料作物栽培などへの研究

連携・協力もなされており，畜産草地研究における農業農村工

学分野の寄与は大きい。

（水土の知81-5，pp.27〜29，2013）

草地，畜産，公共草地，放牧，土壌侵食，耕作放棄地，家

畜飲水

（技術リポート：北海道支部）

国営農地再編整備事業におけるワークショップ活動の展開

宮本 治英・海野ちぐさ

国営農地再編整備事業由仁（ゆに）地区は，圃場の大区画化

や担い手農家への農地集積などによって，農用地の効率的利用

ならびに生産性の向上を図ることを目的として，平成 16 年度

から9年間の予定で実施されてきた。事業を契機に，地域住民

と事業関係者との連携による町おこしの実現につなげることを

目的とした「みんなでつくる農業・農村の会」の取組みが開始

された。ワークショップでは，由仁地区で整備する排水路整備

や防風林と南北樹林帯の整備構想のあり方，地域の活性化に向

けた取組みなど，多くのテーマが取り上げられてきた。本報で

は，由仁地区のワークショップのあらましと，その活動のうち

南北樹林帯整備構想の検討経過およびその維持管理活動につい

て紹介する。

（水土の知81-5，pp.38〜39，2013）

地域活性化，住民参加，防風林，維持管理活動，地域住民

との連携，ワークショップ，農地再編整備事業

（技術リポート：東北支部）

東日本大震災津波に起因する農地除塩対策の現状と課題

保坂 和博

東日本大震災の津波により被災した農地において，営農再開

に向けた「除塩対策」が喫緊の課題となる中，農林水産省は農

地除塩の円滑化のため「除塩マニュアル」を作成し，公表した。

これを受け東北農政局は，除塩マニュアルに基づく現地実証試

験を平成 23 年 6 月 27 日より 8 月末日まで宮城県下で実施し

た。本報では，著者らが参画した除塩実証試験およびその後の

モニタリング調査を通じ得られた知見をとりまとめるととも

に，今後の課題について提示した。

（水土の知81-5，pp.40〜41，2013）

塩害，除塩，CEC，交換性ナトリウム，遊離ナトリウム

（技術リポート：関東支部）

ため池の遮水性材料に

火山灰質粘性土と砕石の混合土を用いた事例

剣持 諒平・樋口 邦弘

群馬県中部農業事務所農村整備課では，管内のため池「頭無

（かしらなし）沼」を改修するに当たり，近隣で火山灰質粘性土

（ローム土）確保の見通しが立っていたことから「傾斜遮水ゾー

ン型」による改修を計画していた。しかし，実施段階において

良質なローム土が確保できず，試験盛土を実施したところ必要

な遮水性能，締固め性能を得られなかった。そこでローム土の

状態改善を図るため，フィルダムで採用実績の多い砕石混合に

よる土質改良を実施したことで，遮水性能を確保しつつ締固め

性能も大幅に向上する効果を得ることができた。本報では，こ

の施工事例について紹介する。

（水土の知81-5，pp.42〜43，2013）

ため池改修，事例紹介，傾斜遮水ゾーン型，混合材料，刃

金土



（技術リポート：京都支部）

宮川用水における管路更生工の施工

松浦 司

昭和30 年代〜50 年代に整備した宮川用水では，農業経営の

変化に伴う水需要の変化と老朽化に対処するため，更新整備を

行っている。管路線に沿って家屋が建ち並び，既設管を撤去し

て新管を埋設できない区間においては，既設管の内面から新た

に管を構築する「管路更生工法」を採用している。管路更生工

法には多種多様な工法があり，既設管の状況や施工条件などを

勘案して適切な工法を選択しなければならない。本報では県営

事業で行った工法の選択について述べ，反転工法と製管工法の

2つの施工事例を紹介する。

（水土の知81-5，pp.44〜45，2013）

管更生，製管工法，反転工法，自立管，複合管，灌漑排水

（技術リポート：中国四国支部）

鳥取県日野川流域における積雪水量の経年変化推定

橋本 敏行・宮本 博文・有森 正浩

鳥取県をはじめ中国地方の山地部は豪雪地帯対策特別措置法

に基づく豪雪地帯に指定されている。中国地方は全国の豪雪地

帯を有する地域の中でも，最も南に位置した暖地である。この

ため気候変動により，積雪量が敏感に影響を受けることが懸念

される。一方，積雪に関する研究は北陸以北と比較して少な

く，積雪観測所も数が少ないのが実態である。今回の検討で

は，鳥取県の日野川流域を事例として，菅原の積雪・融雪計算

方法を用いて過去51 カ年における積雪水量の経年変化の推定

を試みた。その結果，毎年のピーク時における積雪水量は，減

少傾向で推移してきており，毎年流域から積雪が消失する日に

ついても，早まってきていることが示された。

（水土の知81-5，pp.46〜47，2013）

積雪深，積雪水量，農業用水，降水量，気温

（技術リポート：九州沖縄支部）

多良木第一地区における住民参加を通じた環境づくり

木下 貴裕・堀 哲也

これまでの農業農村整備における環境配慮施設の多くは，生

態系機能に特化した構造で，景観に配慮されていない人工的な

デザインのものが多い。また，地域住民の意見が十分に反映さ

れていないことから，適正な維持管理が持続せず，施設の機能

が十分発揮されない場合も多い。そこで，多良木第一地区で

は，住民参加を通じて，生態系配慮水路の景観づくりと，維持

管理活動，次世代への環境教育に取り組み，生態系と景観の両

機能に配慮した環境づくりと地域住民の維持管理意識の醸成を

試みた。

（水土の知81-5，pp.48〜49，2013）

環境保全活動，ワークショップ，環境教育，維持管理，生

態系，景観
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